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AdociacetyleneA (2) を産生する沖縄サンゴ礁で採集したAdociα属海綿の成分についてさらに詳細な検討を行
ない，既知ポリアセチレンアルコールpetrosynol (1) とともに， adociacetylene B (3) , C (4) および D (5) 
と命名した 3 種の新規ポリアセチレン化合物を単離し，それらの化学構造を決定した。そして， これらのポリアセチ
レン化合物についても好中球と血管内皮細胞との接着阻害について調べたところ， petrosynol (1 ), adGciacetylene 
A (2) , C (4) およびD (5) に接着阻害活性が認められた。
?
さらに，先に著者の研究室で，和漢生薬の紅参 (Ginseng Radix Rubra )から adociacetylene類に近似したポリ
アセチレンpanaxytriol (11), panaxydol (1 2) および、panaxynol (13) が見出されていることから， 11 ，.....， 13につ
いて細胞間接着阻害活性の有無を検討した。その結果， panaxytriol (1 1) および:panaxynol (13) に接着抑制作
用が観測された。また，立体配置が決定されていなかったpanaxytriol (1 1) および、panaxydol (1 2) の絶対立体
構造を化学誘導反応， NMR およびCDを用いて決定した。
一方， bruceine B (42) はインドネシア薬用植物Bruceαjαuαmcα (ニガキ科)の木部の含有微量成分として得ら
れたカッシノイドであるが， in vitroで、の細胞間接着を抑制する他， ラットカラゲニン胸膜炎に対して in vivo でも
顕著な抗炎症作用を示した。著者は，細胞間接着阻害活性を示すbruceineB (42) の構造と活性の相関を検討する目
的で，先に，インドネシア・スラウェシ島中部で採集された同ニガキ科植物Quαssia indicαの木部に含有されるカッ
シノイド成分を検索した結果， 5 種の既知カッシノイド類samaderineB (52) , C (53) , E (49) , indaquassin C 
(51) および、simarinolide (54) を単離・同定するとともに， 5 種の新規カッシノイド成分samaderineX (46) , Y 
(47) , Z (48) , indaquassin X (50) およびカッシノイド配糖体 2 -0-glucosylsamaderine C (55) を単離し，
それらの化学構造を決定した。 SamaderineB (52) , C (53) , X (46) , indaquassin C (51)および、indaquassin
X (50) について細胞間接着抑制活性試験を行なった結果，いずれも接着抑制活性が観測され，特に samaderineX 
(46) および、samaderineB (52) には強い接着抑制活性が認められた。
B ruceine B (42) , samaderine B (52) および、samaderineX (46) について，さらにラットのカラゲニン胸膜炎


















を検討した。カッシノイド成分については， ラットカラゲニン胸膜炎に対してm VIVO でも顕著な抗炎症作用を示す
ことを明らかにし， この探索方法が，新しい作用機作の抗炎症剤の開発に展開できる有用な方法であることを実証し
ている。
以上の成果は博士(薬学)の学位論文として充分価値あるものと認められるo
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